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特
集 

豪
雨
災
害
調
査

　

８
月
４
日
未
明
に
発
生
し
た
土

石
流
に
よ
り
、
大
量
の
土
砂
や
流

木
が
襲
っ
た
小
岩
内
集
落
。
流
失

家
屋
１
棟
、
土
砂
・
流
木
の
流
入

６
棟
、
床
上
浸
水
７
棟
な
ど
の
住

宅
被
害
の
ほ
か
、
隣
接
す
る
川
部

集
落
と
合
わ
せ
、
水
田
へ
の
土
砂

の
流
入
な
ど
多
く
の
農
業
被
害
も

発
生
し
ま
し
た
。

小
岩
内
集
落

現
在
地
で
の
復
興
に
課
題
も

　

こ
れ
ま
で
に
道
路
上
の
多
量
の

土
砂
や
流
木
は
撤
去
さ
れ
ま
し
た

が
、
集
落
に
は
現
在
も
避
難
指
示

が
出
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
大
半

は
、
荒
川
地
区
公
民
館
脇
に
設
置

さ
れ
た
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す

　

55
年
前
の
羽
越
水
害
で
も
被
害

を
受
け
た
地
域
で
あ
り
、
住
民
の

意
向
を
十
分
に
確
認
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
形
で
復
旧
・
復
興
を

進
め
る
の
か
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
ま
し
た
。

８月
豪雨

被
災
の
現
状･

課
題
を
調
査

　８月３日から４日未明にかけて本市は記録的な豪雨にみまわれ、神林地区小岩
内集落での大規模な土石流の発生や荒川地区坂町地域の浸水被害をはじめ、市内
各所に甚大な被害をもたらしました。
　市議会においても、被災状況や復旧の進捗状況の把握に努めたところですが、
被災者対応が一段落した９月以降、被災地や被災施設のその後の状況や、本復旧
に向けての課題などを探るため現地調査を行いました。その概要を報告します。
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特
集 

豪
雨
災
害
調
査

　

荒
川
地
区
一
帯
で
深
刻
な
浸
水

被
害
と
な
り
、
あ
ら
か
わ
保
育
園

で
も
床
上
20
㎝
を
超
え
る
泥
水
の

浸
水
が
あ
り
ま
し
た
。
床
や
床
下

に
土
砂
が
堆
積
し
、
空
調
等
の
機

械
設
備
や
給
食
設
備
の
浸
水
ほ
か
、

外
部
に
設
置
さ
れ
た
電
気
設
備
等

に
も
被
害
が
あ
り
、
保
育
業
務
は

園
児
の
年
齢

ご
と
に
、

「
金
屋
」「
み

の
り
」「
向
ヶ
丘
」の
３
園
で
分
散

保
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

現
在
は
、
床
下
の
泥
の
搬
出
や

消
毒
・
乾
燥
の
た
め
、
床
材
の
撤

去
工
事
と
壁
を
剥
が
す
作
業
が
行

あ
ら
か
わ
保
育
園

保
内
学
童
保
育
所

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
11
月
下

旬
に
復
旧
工
事
を
発
注
す
る
計
画

で
す
が
、
国
の
現
地
査
定
も
あ
り
、

工
事
の
完
了
時
期
は
未
定
と
の
こ

と
で
す
。

　

保
内
学
童
保
育
所
で
は
、
床
上

90
㎝
の
浸
水
と
な
り
、
床
下
お
よ

び
壁
内
部
へ
の
泥
の
堆
積
、
備
え

付
け
家
具
や
温
水
便
座
な
ど
へ
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
施

設
が
利
用
で
き
な
い
た
め
、
保
内

小
学
校
に
お
い
て
学
童
保
育
を
実

施
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
あ
ら
か
わ
保
育

園
と
同
様
に
復
旧
工
事
完
了
の
時

期
は
未
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

利
用
者
の
た
め
に
も
、
一
刻
も

早
い
再
開
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

広
範
囲
な
浸
水
等
の
被
害
へ
対

応
す
る
た
め
、「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

あ
ら
か
わ
」
駐
車
場
を
災
害
ご
み

仮
置
場
と
し
、
８
月
６
日
か
ら
受

入
を
始
め
ま
し
た
。
持
ち
込
ま
れ

た
各
種
の
ご
み
は
、
９
月
中
旬
ま

で
に
約
２
千
ト
ン
が
搬
出
さ
れ
、

本
市
ご
み
処
理
場
の
ほ
か
新
潟
市

や
長
岡
市
な
ど
の
施
設
で
処
理
さ

れ
ま
し
た
。
可
燃
ご
み
の
処
理
は

順
調
に
進
ん
で
お
り
、
現
在
手
付

か
ず
で
残
っ
て
い
る
冷
蔵
庫
等
の

電
化
製
品
は
、
今
後
、
部
品
の
分

別
の
た
め
分
解
作
業
を
行
い
処
分

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
10
月

末
ま
で
に
ご
み
処
理
を
終
え
る
計

画
で
あ
る
と
の
説
明
で
し
た
。

災
害
ご
み
仮
置
場

順
調
に
進
む
ご
み
処
理

　

大
量
の
土
石
流
が
施
設
を
襲
い
、

土
砂
は
屋
根
の
高
さ
ま
で
堆
積
し
、

施
設
内
は
１
・
６
ｍ
も
の
浸
水
と

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
土
砂
や
流
木
の
撤
去

を
行
い
、
害
虫
や
悪
臭
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
石
灰
が
ま
か
れ
て
い

る
状
態
で
し
た
。

　

こ
の
施
設
を
継
続
す
る
の
か
廃

止
に
す
る
の
か
は
、
今
年
度
中
に

決
定
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

廃
止
と
な
っ
た
場
合
は
、
代
替
施

設
と
し
て
既
存
施
設
の
活
用
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

荒
川
い
こ
い
の
家

被
害
甚
大 

再
建
は
困
難
か

　

市
民
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
と
し
て

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
道
施

設
に
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た

朝
日
地
区
の
高
根
集
落
。

　

高
根
浄
水
場
は
高
根
集
落
、
北

大
平
集
落
に
給
水
を
行
っ
て
い
る

施
設
で
、
給
水
人
口
は
８
３
０
人

で
す
。
高
根
川
の
増
水
に
よ
り
取

水
施
設
の
一
部
が
流
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
現
在
は
、
応
急
対
応
と
し

て
取
水
ポ
ン
プ
、
前
処
理
ろ
過
機

を
設
置
し
、
仮
設
の
施
設
で
給
水

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

３
月
末
の
本
復
旧
を
目
指
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
一
日
も
早

い
完
了
が
望
ま
れ
ま
す
。

高
根
浄
水
場

今
年
度
中
の
復
旧
目
指
す

復
旧
完
了
の
時
期
は
未
定

あらかわ保育園

保内学童保育所
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特
集 

豪
雨
災
害
調
査

豪雨災害への議会の動き

　議会では８月３日に災害対策支援本部を設置しました。翌４日に
は、三田議長と大滝副議長が甚大な被害となった小岩内集落に赴き、
住民から直接話を伺いました。
　各議員も被災状況や被災住民の要望の把握に努めたところですが、
市の災害復旧や被災者支援に向けた取り組みに、議会全体で支援、協
力を行っています。

災害対策支援本部を設置

　議会として被災者の置かれた状況に少しでも寄り添うととも
に、財源確保の観点から以下の申し入れを行いました。

　１．�災害見舞金の支給対象となる被災区分および金額を検討
し、効果的に支給できるよう早急に検討すること。

　２．�本年度予算の議会費のうち、委員会活動に必要な経費の
一部を災害関係費用に充てられるよう取り図ること。

議会費を被災者支援に充当を ～高橋市長に申入れ～

令和４年度一般会計補正予算（第９号）

災害復旧へ92億円の大型補正
公共施設の復旧工事から被災者支援まできめ細かく

【歳入】
地方交付税･･･	   5億円
国庫支出金･･･	   7億233万円
県支出金･･･	 31億5,555万円
繰入金･･･	 10億1,410万円
市債･･･	 36億4,370万円
その他･･･	   2億3,980万円

【歳出】
農地農業施設災害復旧費･･･	 49億4,000万円

農業振興経費･･･	   1億674万円
　被災農業者の施設復旧、機械修理等の補助

林業施設災害復旧費･･･	 12億7,670万円

公共土木施設災害復旧費･･･	 11億9,970万円
　市道等災害復旧工事ほか

堆積土砂排除事業経費･･･	     　9,650万円
　宅地内の土砂撤去・排除工事

児童福祉施設災害復旧費･･･	   4億3,920万円
　あらかわ保育園災害復旧工事ほか

小学校施設災害復旧費･･･	   2億1,670万円

被災自動車支援事業経費･･･	   1億1,530万円
　廃車および修理費用の支援

産業振興対策経費･･･	     　5,120万円
　店舗等修繕、機械設備修理等への補助ほか

その他･･･		    8億1,346万円

注）補正予算には新型コロナウイルスワクチン接種事業経費１億5,308万円が含まれます。

可
決
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議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

　

さ
ん
ぽ
く
会
館
に
お
い
て
、
山

北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
役
員

と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

山
北
地
区
の
現
状

　

山
北
地
区
で
は
、
人
口
減
少
が

進
み
、
高
齢
化
率
も
市
内
平
均
を

大
き
く
上
回
る
52
・
０
％
と
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
超
高
齢

化
の
状
況
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
地

域
活
動
を
担
っ
て
き
た
75
歳
未
満

の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
地
域
が

多
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
が
困
難
と
な
り
、
地
域
活
動
の

停
滞
や
助
け
合
い
の
機
能
の
低
下

な
ど
、
地
域
の
暮
ら
し
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
の
現

状
を
伺
い
ま
し
た
。

支
え
合
い
の
機
能
強
化

　

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今

後
は
、
お
互
い
に
支
え
合
え
る
機

能
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
で

の
暮
ら
し
を
維
持
・
継
続
で
き
る

よ
う
に
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
く

と
と
も
に
、
他
の
団
体
と
も
力
を

合
わ
せ
た
取
り
組
み
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

課
題
解
決
に
向
け
て

　

今
後
５
年
間
で
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

実
行
体
制
に
つ
い
て
は
、
地
域
活

動
等
を
担
当
す
る
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
部
会
」、
各
種
団
体
活
動

等
を
担
当
す
る
「
地
域
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
部
会
」、地
域
を
担
う
人
材
育

成
を
担
当
す
る
「
地
域
リ
ー
ダ
ー

ズ
部
会
」
の
３
部
会
で
組
織
し
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
体
制
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

前
向
き
に
進
め
て
い
く
姿
を
共
有

し
、
委
員
会
と
し
て
市
政
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

４
月
に
実
施
し
た
イ
ノ
シ
シ
被

害
に
つ
い
て
の
現
地
調
査
に
引
き

続
き
、
県
猟
友
会
村
上
支
部
役
員

の
皆
さ
ま
と
、
会
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
し
ま

し
た
。

猟
友
会
の
現
状

　

村
上
支
部
に
は
11
の
分
会
が
あ

り
、
関
川
村
に
２
分
会
、
市
内
で

は
荒
川
、
神
林
、
山
辺
里
、
村
上
、

朝
日
南
、
高
根
、
朝
日
北
、
山
北

南
、
山
北
北
の
９
分
会
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。
狩
猟
免
許
の
所
持
者

数
は
１
７
８
人
で
す
が
、
会
員
は

高
齢
化
し
て
お
り
、
新
た
な
会
員

の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

捕
獲
後
の
焼
却
処
分

　

イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
後
に
焼
却
処

分
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
解

体
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
市
の

遊
休
施
設
（
廃
校
等
）
を
活
用
し

た
処
理
施
設
を
整
備
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

出
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　

ク
マ
な
ど
の
出
没
が
あ
っ
た
場

合
、
猟
友
会
に
出
動
要
請
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団
協
力

事
業
所
表
示
制
度
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
猟
友
会
に
も
適
用
し
、
出

動
に
対
す
る
事
業
所
の
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

猟
友
会
か
ら
の
要
望

　

狩
猟
技
術
向
上
の
た
め
、
市
内

に
射
撃
場
を
整
備
す
る
こ
と
や
、

人
的
被
害
が
想
定
さ
れ
る
場
合
な

ど
の
緊
急
出
動
に
対
す
る
報
酬
増

額
へ
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

地域を見る、聞く
議会の活動レポート

ま
ち
協
の
体
制
強
化
の
取
り
組
み

イ
ノ
シ
シ
対
策
を
意
見
交
換

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

8
1

7
19

まちづくり協議会との懇談会

猟友会との意見交換
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一　

般　

質　

問

　一般質問は、市の行政全般について、自由なテーマで市長に質問・
政策提案を行い、市民の声を市政に届けるものです。９月定例会では、
５人の議員が一般質問を行いました。ここでは、質問と答弁の一部を
ご紹介します。なお、掲載された原稿は質問者が作成しています。

※�紙面の都合で質疑内容の一部を掲載しています。詳しくは、中央図書館に備え付けの
会議録や、市ホームページから本会議の録画中継をご覧ください。

　富樫雅男
１．県北豪雨災害

1

市声クラブ　山田　勉
１．８月豪雨による災害
２．被災した漁業協同組合への支援

2

令和新風会　川村敏晴
１．８月３日からの豪雨に伴う災害へ
の対応

3

　稲葉久美子
１．８月豪雨災害後の中小零細企業及
び商工関係者の再建

２．新型コロナウイルス感染症対策
３．旧統一教会関連団体との関わり
４．安倍元首相の「国葬」

4

　上村正朗
１．介護人材の確保
２．ＬＧＢＴ（性的少数者）の方が暮
らしやすいまちづくり

３．中小企業振興基本条例に基づく地
域経済の振興

5

クリック!!

「村上市議会映像配信」検索
http://www.murakami-city.stream.jfit.co.jp/

９月定例会

一
質
般
問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
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一　

般　

質　

問

山田　勉

水
池
の
施
設
点
検
を
し
た
際
に
は
、
大
雨

に
よ
る
影
響
は
少
な
い
と
判
断
し
通
水
を

行
っ
た
が
、
そ
の
後
に
大
規
模
な
漏
水
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
再
び
断

水
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現

状
は
、
応
急
復
旧
で
の
供
給
で
あ
る
た
め
、

本
復
旧
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

	

砂
防
ダ
ム
の
維
持
管
理
は
。

	

砂
防
ダ
ム
は
土
砂
等
の
堆
積
に
よ
り

ダ
ム
施
設
の
上
流
部
の
勾
配
が
緩
く
な
る

こ
と
で
、
急
激
な
土
砂
流
出
に
よ
る
災
害

を
防
止
す
る
調
整
機
能
が
維
持
さ
れ
る
構

造
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
通
常
は

ダ
ム
に
堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
は
行
わ
ず
、

土
砂
災
害
を
防
止
す
る
施
設
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
流
木
等
が
多
く
堆

積
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
緊
急
的
に
除
去

を
行
う
場
合
が
あ
る
。
こ
の
た
び
県
に
お

い
て
土
砂
の
堆
積
状
況
の
確
認
が
行
わ
れ
、

必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
土
砂
撤
去

が
行
わ
れ
る
。

問答

	

８
月
豪
雨
に
よ
り
、
三
面
川
鮭
産
漁

協
で
は
11
万
６
千
匹
、
荒
川
漁
協
で
は
６

千
匹
の
サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
、
親
魚
が
流

さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
が
、
財
政

支
援
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

	

稚
魚
な
ど
の
流
出
に
加
え
、
冷
凍
冷

蔵
庫
な
ど
の
浸
水
被
害
や
一
括
採
捕
檻
が

土
砂
に
埋
設
す
る
被
害
な
ど
も
あ
っ
た
。

養
魚
購
入
費
お
よ
び
施
設
復
旧
経
費
に
つ

い
て
、
国
県
の
補
助
制
度
に
上
乗
せ
す
る

形
で
の
支
援
を
考
え
て
い
る
。

	
荒
川
地
区
の
水
道
の
通
水
が
当
初
の

見
通
し
よ
り
遅
れ
た
理
由
は
。

	

断
水
発
生
当
初
、
荒
島
浄
水
場
と
配

問答問答被
災
し
た
漁
協
へ
の
支
援
は

富樫雅男

県北豪雨災害の対応は

も
、
災
害
義
援
金
が
支
給
さ
れ
る
の
か
。

	

床
下
浸
水
世
帯
も
含
め
る
考
え
で
あ

る
。

	

市
営
前
坪
住
宅
の
復
旧
対
応
は
。

	

順
次
修
理
工
事
を
進
め
て
お
り
、
床

の
張
り
替
え
、
流
し
台
、
建
具
、
給
湯
器

等
も
適
宜
、
修
理
や
取
り
換
え
を
行
う
。

	

小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
は
。

	

被
災
し
た
事
業
者
は
１
７
１
社
あ
り
、

被
害
総
額
は
約
12
億
９
千
万
円
に
上
る
。

市
独
自
に
県
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金

の
信
用
保
証
料
を
１
０
０
％
補
給
す
る
こ

と
と
し
た
が
、
引
き
続
き
、
国
県
に
も
支

援
に
つ
い
て
要
望
を
し
て
い
る
。

	
中
小
河
川
、
用
水
路
の
在
り
方
の
再

検
討
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

	

計
画
雨
量
等
の
検
証
を
含
め
、
復
旧

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答問答問答問答

	

水
害
に
よ
り
自
動
車
が
使

え
な
い
方
が
多
く
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
支
援
物
資
の
配
布
場
所

を
被
災
地
の
近
く
に
設
け
る
な

ど
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
支

援
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

	

荒
川
支
所
で
は
配
布
物
資

を
前
坪
公
園
へ
運
搬
し
、
区
長

や
消
防
団
の
協
力
も
得
な
が
ら

配
布
に
務
め
た
。

	

給
湯
器
の
復
旧
は
長
期
化

が
予
想
さ
れ
る
が
、
被
災
者
へ

の
無
料
入
湯
サ
ー
ビ
ス
の
継
続

の
考
え
は
。

	

被
災
後
の
厳
し
い
中
、
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
が
、

最
大
限
の
支
援
を
継
続
す
る
。

	

床
下
浸
水
し
た
世
帯
数
は
。

	

８
月
23
日
ま
で
の
被
害
認

定
調
査
で
約
２
３
０
０
世
帯
余

り
の
う
ち
、
９
８
７
世
帯
の
床

下
浸
水
世
帯
が
確
認
さ
れ
た
。

	

床
下
浸
水
世
帯
に
対
し
て

問答問答問答問

浸水被害を受けた第三ふ化場（三面川鮭産漁業協同組合）

８月４日早朝 住宅地の濁流（藤沢地内）
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一　

般　

質　

問

稲葉久美子

し
て
実
施
す
る
。
本
市
で
は
、
村
上
市
岩

船
郡
薬
剤
師
会
の
協
力
で
、
日
曜
日
や
祝

日
に
も
市
内
薬
局
等
で
無
料
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

	

「
郷
土
を
元
気
に
す
る
会
」が
旧
統
一

教
会
の
後
押
し
の
も
と
に
開
催
し
た
講
演

会
と
承
知
で
後
援
し
た
の
か
。

	

後
援
申
請
書
に
あ
る
団
体
の
概
要
で

は
、
特
に
団
体
と
の
関
連
を
示
す
内
容
は

な
く
、
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
「
堀
直
竒

公
」
の
功
績
を
市
民
に
伝
え
る
と
い
う
趣

旨
を
踏
ま
え
、
本
市
の
基
準
で
決
定
し
た
。

	

講
演
会
で
「
行
政
と
手
を
組
め
る
こ

と
が
多
々
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

	

本
市
で
進
め
て
い
る
歴
史
や
伝
統
文

化
を
保
存
し
、
活
用
し
て
い
く
取
り
組
み

と
重
な
る
部
分
が
多
い
と
考
え
た
。

問答問答

	

災
害
で
修
繕
が
必
要
な
店

舗
へ
の
支
援
や
公
共
料
金
等
の

減
免
は
。

	

事
業
継
続
、
早
期
再
開
を

支
援
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い

て
は
、
国
県
で
検
討
中
で
あ
り
、

支
援
制
度
が
確
実
に
講
じ
ら
れ

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
む
。
ま

た
、
公
共
料
金
等
の
支
援
策
に

つ
い
て
は
、
店
舗
等
が
床
上
、

床
下
浸
水
な
ど
で
被
災
し
、
受

水
槽
の
濁
水
排
水
や
土
砂
な
ど

の
清
掃
で
、
通
常
よ
り
も
多
く

水
道
水
を
使
用
し
た
場
合
な
ど

に
減
免
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

	

新
潟
県
で
は
、
Ｂ
Ａ
・
５

対
策
強
化
宣
言
が
９
月
30
日
ま

で
延
長
さ
れ
た
が
、
無
料
検
査

も
引
き
続
き
行
わ
れ
る
の
か
。

	

県
民
向
け
の
無
料
検
査
に

つ
い
て
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

よ
る
感
染
が
継
続
し
て
い
る
状

況
か
ら
、
９
月
30
日
ま
で
延
長

問答問答

被災した店舗の修繕支援は

川村敏晴

住
宅
敷
地
内
の
土
砂
撤
去
は

	

住
宅
敷
地
内
へ
の
土
砂
流
入
や
の
り

面
崩
壊
な
ど
は
、
基
本
的
に
土
地
の
所
有

者
、
管
理
者
の
負
担
と
の
こ
と
だ
が
、
個

人
の
能
力
を
超
え
た
被
害
も
あ
る
。
市
長

の
政
治
力
を
発
揮
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る

救
済
の
道
筋
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
市
長
の
考
え
は
。

	

正
に
そ
れ
が
必
要
だ
と
感
じ
て
お
り
、

発
災
直
後
か
ら
国
等
と
連
携
し
て
い
る
。

結
果
と
し
て
岸
田
総
理
お
よ
び
谷
防
災
担

当
大
臣
に
現
地
視
察
を
し
て
い
た
だ
き
、

直
接
地
域
の
実
情
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
市
が
単
独
で
で
き
る
こ
と
に
は

限
り
が
あ
る
た
め
、
本
市
と
関
川
村
が
連

携
し
、
国
へ
要
請
し
て
い
く
準
備
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
地
元
選
出
の
国

会
、
県
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。
議
員
ご
提
案
の
部
分

は
、こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、一

つ
一
つ
制
度
を
明
ら
か
な
も
の
に
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問答

	
流
出
し
た
土
砂
等
の
処
理
方
法
は
。

	
基
本
的
に
土
地
の
所
有
者
や
管
理
者

へ
処
理
を
お
願
い
す
る
が
、
流
出
土
砂
が

河
川
、
道
路
、
農
地
、
住
宅
地
な
ど
広
範

囲
に
一
体
的
に
堆
積
し
て
い
る
箇
所
は
、

関
係
者
と
協
議
し
処
理
を
進
め
て
い
る
。

	

敷
地
内
に
流
れ
込
ん
だ
土
砂
や
大
型

の
石
な
ど
の
処
理
は
、
人
力
で
は
対
処
で

き
な
い
状
況
も
あ
る
が
。

	

重
機
に
よ
る
土
砂
等
の
除
去
は
、
市

道
の
土
砂
撤
去
な
ど
の
際
に
使
用
す
る
重

機
で
対
応
で
き
る
範
囲
に
つ
い
て
除
去
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
重
機
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

問答問答

事業者の早期事業再開に向けた支援を（坂町駅前）

土砂撤去に公的支援を（花立地内）
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上村正朗

地域経済振興の推進強化を

資
力
を
高
め
る
視
点
か
ら
、
総
合
戦
略
に

基
づ
く
施
策
を
進
め
て
き
た
。
今
後
も
地

域
経
済
の
持
続
・
成
長
に
向
け
て
推
進
し

て
い
く
。

	

介
護
人
材
の
確
保
の
た
め
、
研
修
会

の
開
催
等
の
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

	

介
護
人
材
確
保
推
進
事
業
に
基
づ
い

て
施
策
を
進
め
て
き
た
。
今
後
も
事
業
者

の
意
見
を
聞
き
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

	

外
国
人
の
介
護
人
材
確
保
は
。

	

外
国
人
技
能
実
習
生
は
、
介
護
人
材

確
保
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
が
、
実
習
生

の
獲
得
に
は
、
事
業
者
の
負
担
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

	
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者
）
の
カ
ッ

プ
ル
の
関
係
を
公
に
証
明
す
る
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

	

制
度
導
入
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
対

応
が
可
能
と
な
る
の
か
、
導
入
し
た
自
治

体
を
参
考
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

	

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

に
基
づ
く
地
域
経
済
の
振
興
の

た
め
、
産
業
振
興
会
議
等
の
組

織
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

	

こ
れ
ま
で
も
、
関
係
機
関
、

団
体
、
企
業
者
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
。
今
後
は
市
民
参
加
の
方

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

	

大
学
等
と
協
力
し
て
地
域

経
済
に
関
す
る
調
査
を
実
施
す

べ
き
で
は
。

	

東
京
理
科
大
学
等
と
連
携

し
て
調
査
を
行
い
、
施
策
に
反

映
さ
せ
て
き
た
。
本
市
の
地
域

経
済
基
盤
を
確
か
な
も
の
と
す

る
た
め
、
連
携
を
強
化
し
て
い

き
た
い
。

	

地
消
地
産
に
積
極
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
。

	

経
済
循
環
や
地
域
内
再
投

問答問答問答一　

般　

質　

問

総合計画に基づく地域経済振興の取り組み

政策３ ４ 商工業

政策の方針

地域に根ざした商工業により、活気あふれるまちづくり① 商工団体等と連携した人材育成や販路拡大等により、地域に根差した商業活動の活性化を図ります。

② 後継者の育成や販路開拓、ブランド力※強化等により、地場産業の活性化を図ります。

③ 空き地・空き工場等の有効活用を図るとともに、新規進出企業と既存企業への支援を充実させ、

雇用の増大を図ります。

現 状

① 市内中小企業等は売上減少や求人難、設備の老朽化など多くの課題を抱えています。また、後継者がなく事業承継が困難な企業等も現れています。
② 「村上木彫堆朱」や「羽越しな布」は本市の誇るべき伝統的工芸品ですが、職人の高齢化や後継者不足、原材料の確保が困難な状況となっています。
③ 大型店舗の進出や空き店舗の増加などにより、地元商店街が衰退しています。④ 定期市場での地場産品の購入を求める声が寄せられているが、出店者が高齢化しており、新たな出店もなく年々規模が縮小しています。

⑤ 新型コロナウイルス感染症の流行をきっかけに、企業が一部機能を地方に置いて事業継続のためのリスク管理をするという考え方も起きつつあります。

課 題

① 市内産業の活性化に向け、市内中小企業を支援するとともに、既存企業の経営強化や事業承継を支援する必要があります。② 後継者の確保・育成等を図るとともに、新たな商品開発や販路の確保により、収益増加を図る必要があります。③ 消費者の変化など、商店街の役割が変化する中で、ニーズを捉えた商店街に変化していくことが求められています。④ 定期市場の利用しやすい環境整備を図るとともに、新規出店者の確保に向けた取組を推進する必要があります。⑤ 企業動向を的確かつ迅速に捉えるとともに、新たな業種の企業進出に向けた取組を推進していく必要があります。

基本目標３ 魅力ある賑わいのまち

村上木彫堆朱

羽越しな布

多様なニーズへの柔軟な対応とチャレンジへの応援により、
産業の魅力向上と市内経済の好循環を目指します。

ＩＣＴ※などの先進技術の産業導入などを支援し、産業全体の高品質化や生産

性の効率化、省力化、高付加価値化※などの取組を支援します。優れた品質の農林水産物を安定的かつ高効率に生産できる体制の構築や高収

益な生産物への転換、人材の育成に取り組みます。
企業誘致や起業・創業による新たな産業づくりと、継業などを含めた人材確

保を支援し、市内産業の振興と雇用創出を図ります。
伝統産業や市内生産物の消費拡大と生産体制の強化を進めるとともに、６次

産業化※などによる多角的な経営を応援します。
様々な地域資源や人材を生かし、交流人口※の拡大や魅力創出につながる取組

を進めます。

本市の食文化などの魅力を多方面で発信するとともに、観光などの機会を通

じた市内生産物の消費と販路の拡大を図ります。

議会
改革

村上市議会議員政治倫理条例 【案】 について 　　　　　
　　　　　意見募集 （パブリックコメント） を実施します

　村上市議会では、議会改革の一環として、議員の政治倫理意識の向上および確立を図るため、議員政治倫理条
例の制定を進めています。皆さんのご意見をお聞かせください。
案 件 名 村上市議会議員政治倫理条例（案）
募 集 期 間 11月15日㈫～12月５日㈪

概 要

村上市議会基本条例の理念に基づき、政治倫理の基本となる事項を定めることにより、議員の政治倫
理意識の向上および確立を図り、市民に信頼される公正で民主的な市政の発展に寄与するため、条例
を制定するものです。
・市民全体の代表者である「議員の責務」と、主権者である「市民の責務」を規定。
・市民全体の奉仕者として順守すべき８つの政治倫理規準を定めています。
・政治倫理規準に違反した疑いがある場合の審査制度を創設。

意 見 を 提 出
で き る 人

・市内在住の人　・市内に勤務、通学している人
・市内に事務所または事業所を有する個人および法人その他団体

条例（案）の閲覧・
意見書用紙の入手場所

議会事務局または各支所地域振興課総務管理室
※市ホームページでも閲覧・ダウンロードできます。

意 見 書 の
提 出 方 法

意見書（所定の様式）に住所、氏名、電話番号、意見を記入し、持参、郵送、ＦＡＸ、電子メールの
いずれかの方法で提出してください。
市ホームページの入力フォームからも送信できます。

提 出 先
議会事務局または各支所地域振興課総務管理室
○郵送：〒958-8501 村上市三之町１番１号　○FAX：0254-53-3219
○電子メール：gikai@city.murakami.lg.jp

信頼される議会であるために
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神林いこいの家を今年度末で廃止
議第104号　神林いこいの家条例を廃止する条例制定

介護予防を目的とした「生きがい活動支援通所サービス事業」
の実施場所として利用していますが、５年度からは軽度の運動
を取り入れた介護予防を中心とした内容に見直し、より広い会
場での実施を検討しているため、廃止します。
	 介護予防のための重要な施設だが、利用者に対して十分な説明を行ったの

か。
	 指定管理者より廃止に向けた説明を行い、了解を得ている。今後は新
しい介護予防事業に参加できるように準備を進めている

問

答

主　

な　

議　

案

新町地内の１路線を市道認定
議第105号　市道路線の認定

市道路線認定申請に伴い、道路用地として寄附を受けた新町地内の１路線を新たに
認定します。認定には、道路幅員４ｍ以上や道路の敷地は全て村上市に無償寄附さ
れるものであることなどの条件に該当しなければなりません。
	 定例会のたびに市道の認定・廃止の議案が出るが、申請から議案提出までの期間はどのくらいかかる

のか。
	 今回の市道路線認定申請は５月31日に提出されたもので、現地および必要書類の確認をした後に議案
提出となる。

問

答

上助渕コミュニティセンターの指定管理
議第107号　公の施設に係る指定管理者の指定

５年４月から５年間、上助渕集落を指定管理者とします。
	 この施設は集会センターだと思うが、指定管理料が発生しているのはなぜか。
	 上助渕コミュニティセンター条例により運営されており、集落の施設ということだけではなく、地域
一般に開放され、村上市民どなたでも利用していただけるというような形で運営されているためで�
ある。

問
答

　

令
和
４
年
村
上
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、９
月
６
日

か
ら
30
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
市
長
か
ら
条
例
改
正
や
補
正
予

算
、
人
事
案
件
な
ど
議
案
54
件
、
議
会
側
提
案
の
議
員

発
議
３
件
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
、
承
認
、
同
意
し

ま
し
た
。

９月定例会市職員の定年年齢を段階的に65歳へ引き上げ
議第95号　村上市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例制定

地方公務員法の改正により、市職員の定年を65歳とする条例改
正。令和５年度から２年ごとに１歳ずつ引き上げ、13年度から
65歳定年に完全移行します。

神林いこいの家 （上助渕地内）
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主　

な　

議　

案

学用品費や給食費などを助成する就学援助の申請が増えたため予算を増額します。
	 就学援助の申請状況は。
	 今年度から、児童生徒の全員に申請用紙を配布した。申請者は839人で、認定者は小学校452人、
中学校281人である。当初予算では600人から630人程度の受給を見込んでいた。

問
答

児童生徒の就学を支援 小・中学校就学援助経費 867万円

今年度、除雪車購入契約を締結した車両について、半導体の供給不足の影響によ
り納入時期の変更があり得る状況であるため、代替車両６台を４カ月間のレンタ
ルで対応します。

納期が遅れる除雪車への対応 除雪対策経費 1,049万円

市民ふれあいセンターの老朽化を調査

建築後26年経過した施設を計画的に改修するため調査を行います。
	 今後どのような改修を見込んでいるのか。
	 空調、照明、電気関係の設備、音響など、老朽
化している部分が多く、優先度を考慮しながら
計画的に改修していくために調査をします。

問
答

今後、改修が見込まれる村上市民ふれあいセンター

倒壊等により著しく保安上危険となる恐れがあるなどとして「特定空家」に認定
された５軒を解体します。
	 解体される空き家の所有者の責任は。
	 相続放棄が３件、相続財産管理人の弁護士による管理が１件、
生活保護での施設入所者所有のものが１件で、それぞれ管理
責任を問えない状況である。

問
答

管理不全の空き家を解体 空き家等管理不全防止対策経費 2,198万円

村上市民ふれあいセンター経費 783万円

令和４年度 一般会計補正予算
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決　

算　

審　

査

	

利
用
者
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

	

３
年
度
は
年
間
７
３
６
８
人

で
あ
る
。

	

観
光
客
の
誘
致
に
市
と
し
て

支
援
で
き
る
こ
と
は
。

	

今
の
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
支

援
策
は
な
い
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ

ー
ム
な
ど
も
考
慮
し
検
討
し
た
い
。

	

保
育
士
等
の
給
与
３
％
引
き

上
げ
の
仕
組
み
は
。

	

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
国
の
経

歳
　
　
入

歳
　
　
入

二
子
島
森
林
公
園
使
用
料

�

１
９
５
万
円

問答問答保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金

�

５
８
７
万
円

問答

済
対
策
と
し
て
、
民
間
お
よ
び
市

営
施
設
の
保
育
士
や
学
童
保
育
所

の
支
援
員
等
を
対
象
に
、
収
入
の

３
％
（
月
額
平
均
９
千
円
）
程
度

を
目
途
に
引
き
上
げ
る
処
遇
改
善

に
対
す
る
交
付
金
制
度
で
あ
り
、

補
助
率
は
10
分
の
10
で
あ
る
。

	

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
が
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

指
定
さ
れ
た
良
い
機
会
で
も
あ
り
、

広
告
の
掲
載
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
や

増
収
へ
の
取
り
組
み
は
。

	

現
在
、
具
体
的
な
こ
と
は
示

せ
な
い
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
契
機

と
し
て
事
業
者
に
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。

村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
広
告
収
入

�

40
万
円

問答

	

新
潟
交
通
観
光
バ
ス
へ
の
補

助
金
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
応
す

る
国
県
の
補
助
金
や
有
利
な
市
債

は
な
い
の
か
。

	

支
出
し
た
補
助
金
の
う
ち
８

割
が
特
別
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
。

	

１
千
万
円
の
予
算
に
対
し
て
、

１
万
７
９
７
０
円
の
決
算
と
な
っ

た
原
因
は
。

	

妊
婦
と
病
気
の
子
ど
も
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
陳
情

か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で
あ
る
が
、

実
績
は
妊
婦
の
タ
ク
シ
ー
代
の
み

で
あ
っ
た
。
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
時
に
周
知
し
て
い
る
の
で
、
周

知
漏
れ
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
今

後
は
、
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た

際
の
、
受
診
で
の
利
用
を
伸
ば
す

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

歳
　
　
出

歳
　
　
出

生
活
交
通
確
保
対
策
補
助
金

�

１
億
９
１
７
７
万
円

問答子
育
て
応
援
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
金

�

１
万
円

問答保
育
士
資
格
取
得
支
援
補
助
金

�

１
万
円

	

１
０
７
万
円
の
予
算
に
対
し

て
、
１
万
２
９
０
０
円
の
決
算
で

あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

	

20
人
位
の
方
か
ら
希
望
が
あ

っ
た
た
め
予
算
化
し
た
が
、
試
験

の
結
果
、
合
格
し
て
補
助
対
象
と

な
っ
た
方
が
１
人
で
あ
っ
た
。
３

年
か
け
て
取
得
す
る
こ
と
も
可
能

な
の
で
、
今
後
の
保
育
士
不
足
解

消
に
つ
な
げ
た
い
。

	

３
歳
未
満
児
の
待
機
児
童
問

題
は
解
消
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
。

	

保
育
士
の
数
は
、
昨
年
同
期

比
３
人
増
で
あ
る
。
ま
た
、
今
年

度
後
半
に
育
休
か
ら
３
人
が
復
職
、

さ
ら
に
来
年
４
月
か
ら
は
８
人
が

復
職
予
定
で
あ
る
。
今
後
も
職
員

採
用
等
に
よ
り
待
機
児
童
解
消
に

努
め
て
い
き
た
い
。

	

老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
の

計
画
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

	

人
口
動
態
を
見
据
え
た
上
で
、

市
全
体
で
何
箇
所
が
適
正
か
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
。

問答保
育
園
運
営
経
費

�

９
億
９
２
６
６
万
円

問答火
葬
場
運
営
経
費

�

１
９
２
５
万
円

問答

令和３年度一般会計決算
歳出361億円をチェック
　歳入約379億、歳出約361億となった令和３年度一般会計歳入歳出決算認定が、議長を除
く全議員で構成される「一般会計予算・決算審査特別委員会」に付託され、それぞれ総務文
教・市民厚生・経済建設の各分科会で慎重に審査されました。
　７日間で行われた質疑のうち、主なものを紹介します。

有料広告掲載イメージ

二子島森林公園オートキャンプ場
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決　

算　

審　

査

	

有
害
鳥
獣
対
策
は
市
の
事
業

と
い
う
よ
り
は
、
対
策
協
議
会
の

活
動
と
考
え
て
良
い
の
か
。

	

有
害
鳥
獣
対
策
は
市
の
事
業

で
あ
る
が
、
市
が
直
接
従
事
で
き

な
い
捕
獲
な
ど
の
部
分
に
関
し
て

は
、
猟
友
会
と
協
力
し
な
が
ら
対

策
協
議
会
の
活
動
と
し
て
進
め
て

い
る
。

	

補
助
金
を
活
用
し
て
本
市
に

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

議
会
負
担
金

�

４
５
０
万
円

問答空
き
家
バ
ン
ク
移
住
応
援
補
助
金

�

３
９
２
万
円

問

移
住
し
て
き
た
世
帯
数
は
。

	

平
成
23
年
９
月
か
ら
令
和
４

年
３
月
３
日
ま
で
の
累
計
実
績
で
、

県
内
か
ら
18
世
帯
、
東
北
地
方
か

ら
５
世
帯
、
関
東
地
方
か
ら
21
世

帯
、
中
部
地
方
か
ら
４
世
帯
、
近

畿
地
方
と
九
州
地
方
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
１
世
帯
の
合
計
50
世
帯
で
あ
る
。

	
森
林
環
境
譲
与
税
の
約
７
千

万
円
の
主
な
使
い
道
は
。

	

会
計
年
度
任
用
職
員
２
人
分

の
人
件
費
、
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

１
人
分
の
報
償
費
、
経
営
管
理
意

向
調
査
業
務
委
託
料
、
経
営
管
理

権
集
積
計
画
作
成
業
務
、
木
育
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
の
経

費
、
新
潟
県
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進

協
議
会
の
負
担
金
に
充
て
て
い
る
。

	

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
課

題
は
。

	

返
礼
品
は
、
越
後
村
上
物
産

会
を
通
じ
て
選
定
し
て
い
る
。
寄

附
者
は
寄
附
額
に
見
合
う
量
や
質

な
ど
に
関
心
が
高
い
よ
う
で
あ
る

答地
域
林
業
活
性
化
事
業
経
費

�

５
４
０
３
万
円

問答ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
記
念
品
代

�

１
億
６
７
０
０
万
円

問答

	

各
種
大
会
に
出
場
す
る
時
の

個
人
負
担
が
多
い
た
め
、
支
援
の

検
討
が
必
要
と
感
じ
る
が
。

	

市
民
が
全
国
大
会
以
上
に
出

場
す
る
場
合
、
激
励
金
と
し
て
１

各
種
大
会
出
場
選
手
派
遣
旅

費
等
補
助
金

�

５
８
２
万
円

問答

の
で
、
他
市
の
取
り
組
み
を
参
考

に
、
本
市
の
優
位
性
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
見
極
め
、
返
礼
品
の
内
容

を
検
討
し
て
い
く
。

	

冠
水
被
害
が
多
発
し
て
い
る

が
排
水
路
の
改
修
計
画
は
。

	

田
ん
ぼ
ダ
ム
や
雨
水
幹
線
の

整
備
等
と
合
わ
せ
て
、
流
域
治
水

の
関
係
者
と
総
合
的
な
対
策
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ

を
踏
ま
え
改
修
な
ど
を
進
め
る
。

	

防
災
士
の
昨
年
度
新
規
取
得

者
は
25
人
だ
が
、
現
在
の
資
格
者

総
数
は
。

	
４
月
の
段
階
で
２
５
１
人
で

あ
る
。

	

防
災
士
は
地
域
防
災
の
大
切

な
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
。
年
代

別
の
検
証
な
ど
は
行
っ
て
い
る
の

か
。

	

30
代
や
女
性
も
増
え
て
お
り
、

む
ら
か
み
出
前
講
座
を
充
実
さ
せ
、

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
方
を
養
成
し
て

い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

排
水
路
維
持
管
理
経
費

�

１
６
５
４
万
円

問答防
災
士
養
成
委
託
料

�

１
５
６
万
円

問答問答

過去３年間の一般会計の決算額推移
※金額は100万円未満四捨五入で記載しています。

320
億円

340
億円

400
億円

360
億円

420
億円

380
億円

令和２年度
基金
� 63億7900万円
市債
�338億3800万円

428億
1300万円

409億
1600万円

令和元年度
基金
� 65億3900万円
市債
�342億2700万円

359億
5300万円 344億

7600万円

令和３年度
基金
� 67億1000万円
市債
�325億2700万円

379億
8500万円

361億
5900万円

歳 入 歳 出

基
金
・
市
債

歳
入
・
歳
出

平成30年に神奈川県から移住された小川典男さん

人
５
千
円
、
５
人
以
内
の
団
体
で

２
万
円
、
６
人
以
上
の
団
体
で
３

万
円
を
交
付
し
て
い
る
。
将
来
的

に
学
校
部
活
動
は
学
校
か
ら
離
れ
、

全
て
地
域
に
移
行
す
る
こ
と
に
な

り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と
同
等

に
な
る
。
地
域
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ

も
含
め
、
支
援
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
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議
案
の
審
議
結
果

議案の審議結果
議案番号 議　　案　　名 表決 結果

議員発議
 第７号

コロナ禍において私立高校生が学費の心配な
く学校で学び続けられるよう、私学助成増額
・拡充を求める意見書の提出について

全会
一致

原案
可決

議員発議
 第８号

コロナ禍において私立高校生が学費の心配な
く学校で学び続けられるよう、私学助成増額
・拡充を求める意見書の提出について

全会
一致

原案
可決

議員発議
 第９号

地方財政の充実・強化に関する意見書の提出
について

全会
一致

原案
可決

議第80号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について（佐藤八重子 氏：再任）

全会
一致

原案
同意

議第81号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について（相馬由紀子 氏：再任）

全会
一致

原案
同意

議第82号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について（菅原千鶴子 氏：再任）

全会
一致

原案
同意

議第83号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について（加藤直子 氏：再任）

全会
一致

原案
同意

議第84号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について（佐野一彦 氏：再任）

全会
一致

原案
同意

議第85号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について（和田壽久 氏：再任）

全会
一致

原案
同意

議第86号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について（加藤正志 氏：再任）

全会
一致

原案
同意

議第87号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について（神田秀孝 氏：新任）

全会
一致

原案
同意

議第88号 専決処分の承認を求めることについて（令和
４年度村上市一般会計補正予算（第６号））

全会
一致

原案
承認

議第89号 専決処分の承認を求めることについて（令和４
年度村上市上水道事業会計補正予算（第１号））

全会
一致

原案
承認

議第90号 専決処分の承認を求めることについて（令和４
年度村上市簡易水道事業会計補正予算（第１号））

全会
一致

原案
承認

議第91号 専決処分の承認を求めることについて（令和４
年度村上市下水道事業会計補正予算（第１号））

全会
一致

原案
承認

議第92号 専決処分の承認を求めることについて（令和
４年度村上市一般会計補正予算（第７号））

全会
一致

原案
承認

議第93号
専決処分の承認を求めることについて（令和
４年度村上市情報通信事業特別会計補正予算
（第１号））

全会
一致

原案
承認

議第94号
専決処分の承認を求めることについて（令和
４年度村上市蒲萄スキー場特別会計補正予算
（第２号））

全会
一致

原案
承認

議第95号 村上市職員の定年等に関する条例の一部を改
正する条例制定について

全会
一致

原案
可決

議第96号 村上市公益的法人等への職員の派遣等に関す
る条例の一部を改正する条例制定について

全会
一致

原案
可決

議第97号 村上市人事行政の運営等の状況の公表に関す
る条例の一部を改正する条例制定について

全会
一致

原案
可決

議第98号 村上市職員の分限に関する手続及び効果に関
する条例の一部を改正する条例制定について

全会
一致

原案
可決

議第99号 村上市職員の懲戒の手続及び効果に関する条
例の一部を改正する条例制定について

全会
一致

原案
可決

議第100号 村上市職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例制定について

全会
一致

原案
可決

議第101号 村上市職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例制定について

全会
一致

原案
可決

議第102号 村上市職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例制定について

全会
一致

原案
可決

議案番号 議　　案　　名 表決 結果

議第103号 下越福祉行政組合の共同処理する事務の変更
について

全会
一致

原案
可決

議第104号 神林いこいの家条例を廃止する条例制定につ
いて

全会
一致

原案
可決

議第105号 市道路線の認定について 全会
一致

原案
可決

議第106号 村上市特定地域等振興対策事業施設条例の一
部を改正する条例制定について

全会
一致

原案
可決

議第107号 公の施設に係る指定管理者の指定について 
（上助渕コミュニティセンター）

全会
一致

原案
可決

議第108号 公の施設に係る指定管理者の指定について 
（二子島森林公園）

全会
一致

原案
可決

議第109号 令和４年度村上市一般会計補正予算（第８号） 全会
一致

原案
可決

議第110号 令和４年度村上市情報通信事業特別会計補正
予算（第２号）

全会
一致

原案
可決

議第111号 令和４年度村上市蒲萄スキー場特別会計補正
予算（第３号）

全会
一致

原案
可決

議第112号 令和４年度村上市介護保険特別会計補正予算
（第１号）

全会
一致

原案
可決

議第113号 令和４年度村上市簡易水道事業会計補正予算
（第２号）

全会
一致

原案
可決

議第114号 令和３年度村上市一般会計歳入歳出決算認定
について

全会
一致

原案
認定

議第115号 令和３年度村上市土地取得特別会計歳入歳出
決算認定について

全会
一致

原案
認定

議第116号 令和３年度村上市情報通信事業特別会計歳入
歳出決算認定について

全会
一致

原案
認定

議第117号 令和３年度村上市蒲萄スキー場特別会計歳入
歳出決算認定について

全会
一致

原案
認定

議第118号 令和３年度村上市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算認定について

全会
一致

原案
認定

議第119号 令和３年度村上市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算認定について

賛成
多数

原案
認定

議第120号 令和３年度村上市介護保険特別会計歳入歳出
決算認定について

賛成
多数

原案
認定

議第121号 令和３年度村上市上水道事業会計決算認定に
ついて

全会
一致

原案
認定

議第122号 令和３年度村上市簡易水道事業会計決算認定
について

全会
一致

原案
認定

議第123号 令和３年度村上市下水道事業会計決算認定に
ついて

全会
一致

原案
認定

議第124号 令和４年度村上市一般会計補正予算（第９号） 全会
一致

原案
可決

議第125号 令和４年度村上市蒲萄スキー場特別会計補正
予算（第４号）

全会
一致

原案
可決

議第126号 令和４年度村上市上水道事業会計補正予算
（第２号）

全会
一致

原案
可決

議第127号 令和４年度村上市簡易水道事業会計補正予算
（第３号）

全会
一致

原案
可決

議第128号 令和４年度村上市下水道事業会計補正予算
（第２号）

全会
一致

原案
可決

※網掛けの議案は次ページに賛否を掲載しています。
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議
案
の
審
議
結
果 陳情の審査結果

陳情は所管常任委員会の協議会で審査され、常任委員全員の了承で、願意了承となります。
件　　　　　名 陳　　 情 　　者 所管委員会 審査結果

「コロナ禍においても私立高校生が学費の心配なく学
び続けられるよう、私学助成の増額・拡充を求める
意見書」の採択を求める陳情

新潟県私学の公費助成をすすめ
る会
　会長　中村直美

総 務 文 教
常任委員会 願 意 了 承

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出に関す
る陳情

全日本自治団体労働組合新潟県
本部
　執行委員長　登坂崇規

総 務 文 教
常任委員会 願 意 了 承

中国共産党による臓器収奪の即時停止ならびに人権
状況の改善を求める意見書の提出に関する陳情 井田敏美

県外からの郵送による陳情は、
原則として委員会で審査せ
ず、全議員への配布にとどめ
る取り扱いとしています。

人権擁護委員が決まりました
次の方が議会で同意されました。（任期：令和５年４月１日～８年３月31日）

　 和
わ

田
だ

壽
とし

久
ひさ

 氏
（朝日地区・再任）

　 加
か

藤
とう

正
まさ

志
し

 氏
（山北地区・再任）

　 神
かん

田
だ

秀
しゅうこう

孝 氏
（神林地区・新任）

佐
さ

藤
とう

八
や

重
え

子
こ

 氏
（村上地区・再任）

相
そう

馬
ま

由
ゆ

紀
き

子
こ

 氏
（朝日地区・再任）

菅
すが

原
わら

千
ち

鶴
づ

子
こ

 氏
（山北地区・再任）

　 加
か

藤
とう

直
なお

子
こ

 氏
（村上地区・再任）

　 佐
さ

野
の

一
かず

彦
ひこ

 氏
（村上地区・再任）

人権擁護委員は、人権擁護委員法の規
定により、市長の推薦、市議会の同意
を経て法務大臣から委嘱されており、
法務局と連携して活動を行っています。

議案番号

鷲ヶ巣会 清流会 高志会 市声クラブ 新政村上 令和新風会 賛否結果
◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊

賛　
　

成

反　
　

対

大
滝
国
吉

鈴
木
い
せ
子

河
村
幸
雄

菅
井
晋
一

川
崎
健
二

鈴
木
好
彦

三
田
敏
秋

尾
形
修
平

小
杉
武
仁

鈴
木
一
之

木
村
貞
雄

本
間
善
和

山
田　

勉

長
谷
川
孝

佐
藤
重
陽

川
村
敏
晴

髙
田　

晃

渡
辺　

昌

稲
葉
久
美
子

富
樫
雅
男

上
村
正
朗

議第119号 ○ ※１ ○ ○ ※１ ○ ※２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 17 1
議第120号 ○ ※１ ○ ○ ※１ ○ ※２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 17 1

※１　欠席したため表決に参加していません。
※２　議長は地方自治法第116条第２項の規定により表決に参加していません。

各議員の賛否 議案審議結果のうち、賛否が分かれた議案について、議員の賛否を公表します。
◎：会派の代表者　＊：会派の経理責任者

意　見　書
◎�コロナ禍においても私立高校生が学費の心配なく学び続けられるよう、私学助成の
増額・拡充を求める意見書

◎地方財政の充実・強化に関する意見書
　上記の意見書が本会議で可決され、関係行政庁に送付されました。
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11月22日㈫ 請願・陳情の提出期限（正午まで）

12月６日㈫ 定例会初日（本会議）

８日㈭

一般質問（本会議）
９日㈮

12日㈪

13日㈫

14日㈬ 総務文教常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

15日㈭ 市民厚生常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

16日㈮ 経済建設常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

20日㈫ 一般会計予算・決算審査特別委員会

23日㈮ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

令和４年
12月定例会のお知らせ（予定）

　県立村上高校で１学年の生徒を対象に、本市の現状
や課題を知り、関心のある分野の現状を学ぶことを目
的に、市の「むらかみ出前講座」のメニューから８つ
の講座が開かれました。
　当市議会からも議会広報特別委員会２人の議員が講
師となり、市議会の役割や仕組みについてお話しました。
幾分難しい内容とはなりましたが、熱心に耳を傾けて
くれました。

村上高校で市議会の役割を講義

元気と笑顔で駆け巡る毎日

魚
うお

 野
の

 ル ミ さん　（山北地区)

地域おこし協力隊

■自己紹介をお願いします
　五泉市出身、20年ほど英会話教室・学習塾を経
営、司会業、キッチンカー、町おこし団体運営な
どをしていましたが、新たな出会いを求めて山北
へと単身移住しました。
■村上市を選んだ理由は
　観光ガイドとして外国人の方々と各地を訪問し
たのが15年前。以来、魅力的なコンテンツが多く、
可能性にあふれるまちだと強く感じていました。
息子２人の子育ても一段落し、新たな人生を模索
している時、Facebookで協力隊の募集を見つけ
応募させていただきました。
■日常はどのような活動をされていますか
　情報発信と関係人口拡大がミッションです。日
々各地へお邪魔してお話をお聞きし、暮らしを体

験させてもらいながら発信しています。また、山
北の文化や魅力をお伝えするべく、市外での講演
活動や直接宣伝できる機会を大切にしています。
■こちらで生活した感想と今後の抱負は
　かたくなに守り続ける「生業（なりわい）」に地
域の誇りを感じます。物々交換で暮らせてしまう
ほどの距離感の近さに慣れたら、もうよそでは暮
らせません（笑）。村上市に定住してもっと強力に
地域をつなぎ、県内外、世界へと情報発信し、人
を呼び込めるまちづくりにまい進していきたいで
す。

市民へインタビューQ A
＆

Ｒ４.10.14
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